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当社発展の軌跡
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’82 羽田
’92 成田Ⅱ期

新千歳
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鹿児島
’07 熊本
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事
業

千歳空港支店

福岡空港支店

沖縄空港支店

成田支社
神戸空港出張所

中部空港支店

広島空港出張所

大阪空港支店

関西支社

羽田支社

本社

鹿児島空港出張所

熊本空港出張所

長崎空港出張所
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当社の事業概要

整備事業

付帯事業

（他社製）温冷配膳車（当社製）保冷・加熱カート

旅客搭乗橋設備(PBB)手荷物搬送設備(BHS)

ＧＰＵ（電力供給） ＡＣU（ｴｱｺﾝ供給）

動力事業
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業績の推移(連結)
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経営環境
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動力事業の概況と今後の取り組み ①

ﾌﾟﾗｽ要素
ﾌﾟﾗｽ要素

・空港拡張計画の進展・環境意識の向上（エコエアポート化の推進）・ＧＰＵコスト優位性

今後の課題
新型航空機（A380、787）への供給設備の大型化と計画的な更新投資

2010年 3月 成田空港平行滑走路 2,500m化（年間発着枠：2万回増）

2010年10月 羽田空港第4滑走路供用開始 （年間発着枠：11万回増）

羽田空港新国際線ﾀｰﾐﾅﾙﾋﾞﾙ供用開始
2011年 3月 準幹線空港進出

・路線廃止・減便

・機材の小型化

・設備投資の増加

（空港拡張・新型航空機）

ﾏｲﾅｽ要
素

ﾏｲﾅｽ要
素

2009年度減収減益
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成田空港拡張概略図

７００番台(９ｽﾎﾟｯﾄ)

整備地区
第１旅客ターミナルビル

第２旅客ターミナルビル

貨物地区

１００番台(６ｽﾎﾟｯﾄ)

Ｒ誘導路(３ｽﾎﾟｯﾄ)

Ｒ誘導路(２ｽﾎﾟｯﾄ)

第７貨物(２ｽﾎﾟｯﾄ)

８００番台(５ｽﾎﾟｯﾄ) ９００番台(４ｽﾎﾟｯﾄ)

滑走路２,５００ｍ化
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羽田空港再拡張概略図

第４滑走路2,500ｍの新設

東
京
湾

多
摩
川

第
１
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル

第
２
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル

Ｂ滑
走路2,500ｍ

Ａ滑走路

3,000ｍ

Ｃ滑走路

3,000ｍ

連絡誘導路

１６ｽﾎﾟｯﾄ

設置

１０ｽﾎﾟｯﾄ ： 動力供給設備

６ｽﾎﾟｯﾄ ： 動力供給設備

１３ｽﾎﾟｯﾄ ： 埋設管工事

５ｽﾎﾟｯﾄ ： 未処置

（電気および空調）

（電気のみ）

新国際線地区 （34ｽﾎﾟｯﾄ）

１６ｽﾎﾟｯﾄ

設置
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GPUを使用したことによる環境に対するメリット

・APUの騒音を抑え、

空港周辺地域との共生

燃料の削減
(2008年度実績)

・B777-200で年間約８, ２４２往復相当
（15万キロリットル）の燃料を削減

・東京ドーム １４８杯相当
（年間35.9万トン）のCO2を削減

CO2の削減
(2008年度実績)

騒音の低減

動力事業の概況と今後の取り組み②

東京

札幌

約820km

エコエアポート化へ貢献
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整備事業の概況と今後の取り組み

2010年 3月 千歳空港 新国際線旅客ターミナルビルの供用開始

2010年 4月 関西空港 国内線手荷物搬送設備ｲﾝﾗｲﾝｼｽﾃﾑの供用開始

2010年10月 羽田空港 新国際線旅客ターミナルビルの供用開始

新国際線貨物ターミナルビルの供用開始

●特殊設備管理業務の培った経験と技術を活かした積極的な提案型営業

●２４時間勤務体制の構築ができる強みを活かした受託業務拡大

●物流設備メーカーとの連携強化した空港内外施設の受託拡大

今後の課題・取り組み

手荷物搬送設備インライン化（工事・点検）
の業務増があるものの、基本契約の減少
による客先の費用縮減が顕著

20092009年度年度

収益減少収益減少
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手荷物搬送設備（ＢＨＳ）インライン化の概要

インラインスクリーニングシステム

開披検査

チェックイン

手荷物検査（Ｘ線検査装置）

従来 インラインスクリーニングシステム

ＢＨＳ
（手荷物搬送設備）

開披検査 爆発物処理航空機へ搭載

ＮＧ

ＯＫ

自動Ｘ線検査装置

爆発物検知装置
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付帯事業の概況と今後の取り組み

長期的な売上の拡大を目指すため、

顧客の要望を捉えた新商品の開発を行い、魅力ある商品を投入する

長期的な売上の拡大を目指すため、

顧客の要望を捉えた新商品の開発を行い、魅力ある商品を投入する

フードカート新商品の開発

①国の法制度改定の影響を受け、病院・介護施設は苦しい経営状況となり、
設備投資活力が縮小

②クックサーブ（温冷配膳車）からクックチル（当社の再加熱カート）への移行
遅れと、期待している買い替え需要が先送り

①国の法制度改定の影響を受け、病院・介護施設は苦しい経営状況となり、
設備投資活力が縮小

②クックサーブ（温冷配膳車）からクックチル（当社の再加熱カート）への移行
遅れと、期待している買い替え需要が先送り

フードカートの概況

収益

フードカート販売

施工管理等の受託

移動機材等の販売・貸出し
2009年度
増収
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IH式再加熱ｶｰﾄ(電磁誘導加熱)

EH式再加熱ｶｰﾄ(電気ﾋｰﾀｰ加熱)

特 長特 長

1.軽量・コンパクト・省エネ

・機内食カートの発展型で、軽量・コンパクト設計

・ ピンポイント加熱で、他社製配膳車と比較する
と大きさ・消費電力ともに約1/2程度

2.適温管理・衛生管理

・冷たいものは冷たく、温かいものは温かいまま

でサービス可能
・冷風・温風を循環させないため、食材の乾燥を
防ぎ、衛生管理に優れる

3.クックチル対応
・セントラルキッチンなど 計画的な調理も活躍

フードカートの概要
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中期事業計画

売上高 経常利益

実績 2005中期計画 2006中期計画 2007中期計画 2008中期計画 2009計画

2005 2006 2007 2008 2009 2010

90億

110億

100億

120億

130億

140億

2005 2006 2007 2008 2009 2010

3億

5億

4億

6億

7億

8億

9億

10億
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経営の基本方針

(1) 安全の理念のもとに、良い品質とお客様が満足するサービスを提供する

(2) コンプライアンスを徹底し、常に収益力の向上、生産性の向上、財務体質

の強化を心がけ、会社の繁栄を図る

(3) 得られた成果は、社会・株主・社員・会社へ還元する

(4) 動力および整備事業は経営の根幹であり、更なる充実・拡大を図る

(5) フードカート事業の拡大や新たな事業に取り組み、更なる経営基盤の強
化を図る

(6) 常に空港環境の向上を意識した取り組みを行う

AGPグループのビジョン

社会からの信頼を受ける会社を目指し、
社会の繁栄と地球環境の浄化保全に貢献する

経営方針
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2009年3月期
業 績 報 告（連結）
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２００９年３月期 業績

前期実績 当期実績 対前期比 増減

売上高 １２，６０２ １１，９００ △１６１

１

１

△０

２０

１９

△２９

△９

４

98.7％

売上総利益 １，８３１ １，８３２ 100.1％

販管費 ８７０ ８７２

営業利益 ９６０ ９６０ 100.0％

営業外損益 ▲７１ ▲５１

経常利益 ８８９ ９０９ 102.2％

特別損益 ▲１１ ▲４０

税引前当期純利益 ８７７ ８６８ 98.9％

当期純利益 ５０１ ５０５ 100.8％

（単位：百万円）

（注）百万円未満は切り捨てにより表示
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売 上 高 ① 動力事業

５，７９４百万円 前期比 １６５ （１０２．９％）

（単位：百万円）

5,629
5,794

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

前期 当期

＜主な増減要因＞
① 国内社のＧＰＵ使用徹底による増
② 成田・関西空港での外国社使用増
③ 熊本空港の供用開始による増
④ 小型化による影響

＜支店別＞
羽田 ＋８５

那覇 ＋４８
熊本 ＋１６
福岡 ＋１３
伊丹 ＋１２
成田 △３０

（注）百万円未満は切り捨てにより表示
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売 上 高 ② 整備事業

５，０５１百万円 前期比 △３３３ （９３．８％）

（単位：百万円）

5,384

5,051

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

＜主な増減要因＞

（増加）
関西 ＋２６９ BHS基本契約の増

成田

（減少）
成田
関西 △５０１ 施設・設備類の更新・修繕
その他 作業の減

沖縄 △１１１ ホテル保守契約の減

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

前期 当期
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売 上 高 ③ 付帯事業

１，０５４百万円 前期比 ６ （１００．６％）

（単位：百万円）

1,048 1,054

200

400

600

800

1,000

1,200

＜主な増減要因＞

（増加）
成田 ＋２２５ 受託手荷物検査装置

運用管理業務の新規受託
本社 ＋ ３８ フードカートの販売増

（減少）
本社 △２５４ 航空機用電源装置の販売減

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

28.2%

5.2%
32.7%

16.7
14.1%

3.0%

フードカート

航空機部品管理

設備の運用管理

技術支援等

ＧＳＥ等の販売

その他
［売上構成］

前期 当期
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売 上 総 利 益

１，８３２百万円 前期比 １ （１００．１％）

（単位：百万円）

1,831 1,832

0

400

800

1,200

1,600

2,000

＜セグメント別 主な増減要因＞

動力事業 ＋ ５７ ・原材料費の増 ＋５４

・整備維持費の増 ＋３２

・賃借料の増 ＋２４

整備事業 △１２７ ・材料費・外注費
の減 △２１７

付帯事業 ＋ ７１ ・材料費の減 △１５４

・労務費、委託

役務費 の増 ＋９４

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

前期 当期



23
エージーピー

営 業 利 益

９６０百万円 前期比 △０ （１００．０％）

960 960

0

200

400

600

800

1,000
（単位：百万円）

＜主な増減要因＞

売上総利益の増 ＋１

労務費の増等による
販売費及び一般管理費の増 ＋１

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

前期 当期
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経 常 利 益／当期純利益

889
909

0

200

400

600

800

1,000
（単位：百万円） ＜経常利益の増要因＞

営業利益 △０

営業外収益（受取利息）の減 △３
営業外費用（支払利息）の減 △２３

＜当期純利益の増要因＞

経常利益の増 ＋１９

特別損失（固定資産除却損）の増 △２９

法人税等の減 △１３

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

501 505

0

200

400

600

経常利益 当期純利益
９０９ 百万円 前期比 １９ ５０５ 百万円 前期比４

（単位：百万円）

経常利益 当期純利益

前期当期
前期 当期
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２００９年３月期 累計業績（計画対比）

当期計画 当期実績 増 減

売上高 １２，４５０ １１，９００ △５５０

△４５

△４１

△３２

95.6％

営業利益 １，００６ ９６０ 95.4％

経常利益 ９５０ ９０９ 95.6％

当期純利益 ５３８ ５０５ 93.9％

（単位：百万円）

（注）百万円未満は切り捨てにより表示
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キャッシュフローの状況

当 期
前 期

金 額 主な増減理由

８６８

８２４

△３３０

△９１７

△８０５

△１２５

営業活動によるＣＦ １，４０６ １，３５５

・税金等調整前純利益

・減価償却費

・法人税等の支払い

財務活動によるＣＦ △１，１２５ △９３９
・長期借入金の返済

・配当金の支払い

投資活動によるＣＦ △１，１０４ △８５２ ・有形固定資産取得

現金及び現金同等物
の増減額（△は減少）

△８２３ △４３６

現金及び現金同等物
の四半期末残高

１，９６６ １，５２９

（単位：百万円）

（注）百万円未満は切り捨てにより表示
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2010年3月期 通期

業績見通し（連結）
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連結 上期予測 下期予測 通期予測
対前期比
増減

動力事業 ２，８２５ ２，７６７ ５，５９３

４，９８１

１，１８９

１１，７６４

整備事業 ２，１３８ ２，８４３

△２０１

△６９

１３４付帯事業 ５９６ ５９３

売上高計 ５，５６０ ６，２０４ △１３６

（単位：百万円）

２０１０年３月期 通期業績見通し①

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

売上高（セグメント別）
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（単位：百万円）

２０１０年３月期 通期業績見通し②

２００９年３月期
実 績

２０１０年３月期
予 測

対前期比
増減

売上高 １１，９００ １１，７６４ △１３６

売上総利益 １，８３２ １，４７２ △３６０

販管費 ８７２ ８７９ ７

営業利益 ９６０ ５９２ △３６７

営業外損益 ▲５１ ▲６９ △１８

経常利益 ９０９ ５２３ △３８６
特別損益 ▲４０ ▲７ ３３

税引前当期純利益 ８６８ ５１６ △３５２

当期純利益 ５０５ ２９５ △２０９

（注）百万円未満は切り捨てにより表示
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お問合せ先

株式会社エージーピー 総務部広報･ＩＲグループ

電話：０３－３７４７－１６３１
ＦＡＸ：０３－３７４７－０７０７
ＵＲＬ：http://www.agpgroup.co.jp
（会社案内ビデオがご覧いただけます）

本日は、弊社決算説明会にご参加いただき
ましてありがとうございます。
本日配布したしました資料に記載されている

将来の業績予想は、経営環境の変化などに
伴い予想あるいは目標対比が変化し得ることに
ご留意ください。

本日は、弊社決算説明会にご参加いただき
ましてありがとうございます。
本日配布したしました資料に記載されている

将来の業績予想は、経営環境の変化などに
伴い予想あるいは目標対比が変化し得ることに
ご留意ください。
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